
熱中症予防における本校の活動目安 
保健環境課 

熱中症レベル 

（WBGT） 
環境省 運動指針 環境省 日常生活指針 場所 本校 活動目安 

ほぼ安全 適宜水分補給 ― ― 適宜水分補給を行う 

注意 
（～2４） 

積極的に水分補給 
強い生活活動でおこる危険あり 

※重労働時には熱中症になる危険 
― 

・活動の合間に積極的に水分補給を行う 

・熱中症の兆候に注意する 

警戒 

（25～２７） 
積極的に休憩 

中等度以上の生活活動でおこる危

険あり 

※激しい作業時は定期的かつ十分

な休息が必要 

空調あり ・積極的に休憩をとり、水分補給を行う 

空調なし 
・積極的に休憩をとり、水分補給を行う 

・激しい運動では、30分程度おきに休憩をとる 

厳重警戒 

（2８～３０） 
激しい運動は中止 

すべての生活活動でおこる危険あり 

※外出時は炎天下を避け、室内では

室温上昇に注意 

空調あり ・積極的に休憩をとり、水分補給を行う 

空調なし 

・激しい運動やランニングなど体温が上昇しやすい運動は避ける 

・１０～２０分おきに休憩をとり、水分補給を行う 

・暑さに弱い人は運動を軽減または中止する 

危険 

（３１～） 

運動は原則禁止 

※特に子どもの場

合は中止 

すべての生活活動でおこる危険あり 

※安静状態でも発生する危険が大きい 

※外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する  

空調あり ・積極的に休憩をとり、水分補給を行う 

空調なし ・特別の場合以外は中止する（空調のある部屋に変更） 
 

熱中症警戒アラート 

【WBGT３３～】 

・室内のエアコン等により涼しい環境にて過ごす 

・こまめな休憩や水分補給 

・屋外の授業（校外学習含む）や行事等➡①担当が暑さ指数を実測し管理職に報告。②管理職は「適切な熱中症対策が

計画されているか」を把握し実施の判断をする。 

熱中症特別警戒アラート 

【WBGT３５～】 

！例のない危険な暑さ！ 

・室内のエアコン等により涼しい環境にて過ごす 

・こまめな休憩や水分補給 

・屋外の授業（校外学習含む）や行事等➡管理職は屋外での活動について中止・延期の判断を下す。 

 

 

※活動時間・場所・風や日陰の有無・地面の状態・年齢や体質等によってレベルは変わる。活動前に熱中症指数計で測定し、活動や対策の内容について管理職の承諾を得ること。 

※空調ありとは、「室内のエアコン等により涼しい場所」のこと。（室温１８～２８℃、湿度おおよそ４０～６０％）                             参考：環境省 HP、ダイキン工業 HP 

 

目安以上の活動を行いたい場合は、 
必ず管理職に相談し承諾を受けること 

空調なしの場所での活動 
◆「特別警戒アラート」発表中➡屋外の活動は中止すること（屋外での校外学習や行事も同様）。 
◆授業を計画する際、代替案として屋内活動も計画すること。      ◆その他活動については「熱中症予防における本校の屋外活動別フロー」を参照のこと。 


